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答

弁

第

二

五

号 

   

衆
議
院
議
員
高
沢
寅
男
君
提
出
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
二
十
四
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
日
本
に
在
住
し
た
台
湾
省
民
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

内
閣
衆
質
一
一
四
第
二
五
号 

平
成
元
年
六
月
二
十
日 

衆

議

院

議

長 
田 

村 
 

元 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

宇 

野 

宗 

佑 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
高
沢
寅
男
君
提
出
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
二
十
四
年
四
月
三
十
日
ま
で
の 

間
に
お
い
て
、
日
本
に
在
住
し
た
台
湾
省
民
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

我
が
国
は
、
原
則
と
し
て
国
内
に
在
住
す
る
外
国
人
に
対
し
て
も
刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る 

が
、
連
合
国
人
に
対
し
て
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
の
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
九
日
付
け
「
刑
事
裁
判
権
の
行 

使
に
関
す
る
覚
書
」
が
発
せ
ら
れ
た
後
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
刑
事
裁
判
権
を
行
使
で
き 

な
い
状
態
に
あ
っ
た
。 

我
が
国
に
在
住
し
て
い
た
台
湾
人
（
連
合
国
最
高
司
令
官
の
覚
書
に
い
う
台
湾
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

つ
い
て
は
、
刑
事
裁
判
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
当
初
は
右
連
合
国
人
で
は
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ 



五
及
び
六
に
つ
い
て 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

て
い
た
が
、
連
合
国
最
高
司
令
官
の
昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日
付
け
「
中
国
人
の
登
録
に
関
す
る
覚
書
」
に

よ
り
、
在
日
本
国
中
国
使
節
団
が
発
給
し
た
中
国
国
籍
を
有
す
る
旨
の
登
録
証
明
書
を
適
法
に
所
持
す
る
場
合 

に
は
、
連
合
国
人
た
る
中
国
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

右
の
連
合
国
人
た
る
中
国
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
者
に
対
し
て
は
、
前
記
の
「
刑
事
裁
判
権
の
行
使
に
関 

す
る
覚
書
」
第
四
項
に
い
う
軍
事
占
領
裁
判
所
が
刑
事
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

警
察
官
及
び
検
察
官
は
、
我
が
国
に
在
住
し
て
い
た
台
湾
人
を
任
意
に
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の 

法
律
上
の
根
拠
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
五 

号
。
以
下
「
旧
刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
五
十
四
条
第
一
項
で
あ
り
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
一
日
以
降

は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
九
十
七
条
第
一
項
で
あ
る
。 四 

 



 

五 

予
審
判
事(

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
ま
で
に
限
る
。
）
及
び
裁
判
所
は
、
我
が
国
に
在
住
し
て
い
た
台
湾
人 

を
証
人
と
し
て
取
り
調
べ
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
法
律
上
の
根
拠
は
、
予
審
判
事
に
つ
い
て
は
、
旧
刑 

事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
五
条
で
あ
り
、
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
同 

法
第
百
八
十
四
条
で
あ
り
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
一
日
以
降
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
四
十
三
条
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日
以
降
は
、
前
記
の
登
録
証
明
書
を
適
法
に
所
持
し
て
い
る
台
湾
人 

に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
連
合
国
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
任
意
に
証
人
と
し
て 

証
言
す
る
と
き
に
限
ら
れ
て
い
た
。 

七
に
つ
い
て 

お
尋
ね
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
我
が
国
の
裁
判
所
又
は
予
審
判
事
か
ら
な
さ
れ
る
証
人
尋
問
の
嘱
託
に
関 

す
る
条
約
等
は
な
か
っ
た
。 




